
育ちだより（令和６年12月号）

今年も残りわずか、おかげさまで無事に師走を迎えることができました。
子どもたちは、たくさんの経験やチャレンジを通して、それぞれ自分のペースで、できることを増やし、

ずいぶんたくましく成長しました。がんばってできるようになったことは、子どもによってさまざまですが、
「育ち」でのお友だちや職員との関わりのなかで充実した日々を過ごせていると思うと、うれしい気持ち
でいっぱいになります。どんなことをがんばっているのか、子どもの成長を振り返りながらたくさん褒めて
あげたいですね。その積み重ねが自己肯定感を育んでいくと思っています。
今年も「育ち」の療育方針・療育活動に多大なるご理解・ご協力をありがとうござい
ました。12月29日～1月3日は休所になります。どうぞ、よいお年をお迎えください。

専門士による保護者向け講話・座談会を終えて

令和６年１１月１６日（土）に、特別支援教育コーディネーター（「育ち」のスーパーバイザー）にお越しいた
だき開催しました。この取り組みは、子どもの特性の理解や望ましい関わり方などについて、保護者の方々と共
に学び、学んだことが子ども達の幸せに繋がったらという思いから令和４年度から年に１回開催しています。
今回の保護者向け講話は、「感情に寄り添う ～教える前に、まず、共感～」というテーマで、９０分間お話し

いただきました。 （※個人的にお預かりした質問については、後日講師より個別に回答をお渡ししました）

【講話内容】
⚫「タイプ分類」...ADHD、LD、ASD等特性。HSP。
⚫ ⚫「この状態からどんなタイプを想像する」 「愛着障害の対応」。
⚫「発達障害とは」... 発達障害は、発達の道筋の乱れ、発達の凸
凹。正常か異常かの２軍に分けるのではなく、個性の延長として
考える必要がある。

⚫ ⚫ ⚫「感覚過敏の僕が感じる世界」 「視覚過敏」 「聴覚過敏」
⚫ ⚫ ⚫「嗅覚過敏」 「味覚過敏」 「触覚過敏」
⚫ ⚫ ⚫「五感以外の過敏」 「相貌失認」 「こだわりエピソード」

⚫「時間の感覚は異なる」...時間の捉え方はそれぞれ違う為、「ちょっと待って」「あとでね」の伝え方では難
しい。

⚫「見えない言葉」...行動：優しい、しんせつ、おりこう、ちゃんと、きちんと、しっかりや、距離：すぐ、早く等は絵
に描くことが出来ないため、イメージすることが難しい。

⚫ ⚫「単語から文になる時の難しさ」 「言葉と感情」。
⚫「二次的に発生する問題が起こる仕組み」...無理解による不適切な対応（否定的評価、叱責、制止等）か
ら、”騒ぐ”、“物にあたる”、“落ち着かない”、“離席”、“乱暴”等の二次障害に繋がる。

⚫「二次障害予防キーワード」...自己肯定感をあげることが大切だが、それをあげる為には、自ら味わうこと
＋他者からの称賛で身につく。

⚫「分かりあいと分かち合い」
⚫「ゲーム依存から守る」... オンラインアクションゲーム、興奮・自信の獲得に繋がる効果もあるが、孤立と
懲罰で依存が悪化する。無理に取り上げるのではなく、環境の改善が必要。．．．など。

⚫「まとめ」... 様々な診断や分類があるが、まずは感情に寄り添い子どもが「大切にされている」と感じるよ
うな指導をすることが大切。発達に偏りのあるタイプは、感情優先なタイプが多い。本人が困ったり、損をし
たりすることに気付かせることが大切。「行動の背景には理由がある」ので、理由を想像することは大切。寄
り添いながら指導を行っていくことが大切。

⚫「大人もゆとりが必要」...幸せ脳になるには、自分と他人を比較しない、自分と周囲の幸せを願っている、
自分の長所を知っている、SNSと距離を置いている、不必要な情報は遮断する等が大切。 など。

【座談会】 講師がコーディネーターとして参加された保護者から、様々な
悩みや困っていること、質問などを引き出され、起こっている現象や質問に
丁寧に解説や先生ご自身の考え方をお伝えすることを中心に進めていきま
した。また、保護者同士の体験談等を交え、横の連携も図れる時間になりま
した。参加された方々から、感謝の言葉をたくさんいただきました。お忙しい
中、ご参加くださり、ありがとうございました。



⚫【講話感想など・・・】 人それぞれ感覚が違うという話が興味深かった。どうしても親目線で叱っ
てしまうこともあるので、紹介された話し方を参考にしたい。

⚫「対話が大事」。ついつい決めつけて怒ったりすることがある。まずは、な
ぜそうなったのか本人の話を聴くことを意識したいと思った。

⚫先生の話は，昨年に引き続き、聞いていて興味深く・楽しかった。
⚫最近、子どもの反応や対応に困っているタイミングで今日の話を聞くこと
が出来て良かった。

⚫親自身の関わりを見直して、まずは子どもの気持ちや思いに寄り添って
みたいと思う。

⚫先生の話を聞いて、我が子の置かれている状況を思うことでした。 二次障害が生じているような気がしま
した。関係機関との向き合い方に悩みます。

⚫講話の途中で、「感じ方」「捉え方」の体験などが入り、分かりやすく納得しながら聞くことができた。
⚫自宅でも参考に（まねしながら）関われたらいいなと思える点も知るきっかけとなった。
⚫我が家での発言や行動に対して振り返る機会となった。ありがとうございました。
⚫今回は、体験されたことについてのお話が織り交ぜられており、「発達」について、もっと知りたいと思った。
⚫「寄り添う」という言葉や内容に、とても惹かれました。
⚫ついつい職場で意識している「共感」をメインに関わりを考え意識してきたが、今日の話を聞いて「寄り添
う」事を視野に入れた子育てをしてみようと思った。ありがとうございました。 など。

【座談会 感想】
⚫親として、子どものメンタル面を守れるかが課題だったので、今日は参加
して良かった。ただ、深刻な雰囲気にしてしまったのでは？と心配にもなっ
た。

⚫他のご家庭の様子を聞くことが出来て参考になった。場所が少し緊張し
たので、慣れた場所での開催を検討していただけたら。

⚫他のご家庭のお話を聞くことが出来て良かった。
⚫こういう機会で話せたこと、共感していただけたこと、アドバイスをいただ

けたことが有り難かった。
⚫保護者同士で色々と話が出来て良かった。
⚫同じ性別の子どもに対する悩みを出し合えたことで、悩みの共感や声かけの仕方を知るきっかけになり、学

びが多かった。職場でも生かしていけそうなヒントをいただきました。多くの学びをありがとうございました。

各事業所より 第2事業所
①今月の行事 12月18日 避難訓練（地震）

第１事業所 ②第2事業所では・・・
①今月の行事 寒さが増す毎日ですが、子ども達は元気に来所して

12月24日 避難訓練（地震） くれています。最近の活動計画には戸外活動を多く取
②第１事業所では・・・ り入れています。公園まで歩いて散歩に出かけたり、事
戸外活動で公園に行き、道路の歩き方で交通 業所周辺を散歩し信号機や横断歩道を見つけるゲー

ルールを伝え、その中で物の持ち方や横断歩道 ムを取り入れ、就学に向けての通学練習も始めました。
や押しボタン式信号機を渡る練習を行いました。 公園では遊具を通して寒さに負けず元気に遊ぶ様
公園では、鬼ごっこやかくれんぼやシャボン玉 子が見られています。12月も残りわずかですが、クリス

を行い、友達と遊ぶ時間を設けると、他者との関 マスやお正月もやって来るので、それらを取り入れた活
わりが増えてきて楽しく活動を行っていました。 動も行っています。
また、午後からの活動では年長の利用児が多 今年も保護者の皆様にはたくさんご協力をいただ

く、平仮名に興味が出てきているので、運動机上 き、ありがとうございました。年明けに子ども達から年
活動問わず、平仮名の読み書きを取り入れて楽し 末年始の話が聞けることを楽しみにしています♪
く活動を行っています。自分の名前の他にお友達 ②第3事業所では・・・
の名前を読む様子もみられてきています。 冬の装いになった子ども達が「サンタさんに〇〇頼
今後も他者との関わる活動や平仮名や数字の んだんだよ」とワクワクした表情で伝えてくれたりと、ク

活動を行い、就学に向けて楽しい学校生活を送 リスマスがやってくる雰囲気が感じられる今日この頃
れるよう支援していきたいと思います。 です。冬休み期間は短いですが、沢山の季節の行事に
今年も保護者の方にたくさんのご協力を頂き、 触れ、健康面や安全面に気を付けながら家族時間を

講演会にもご参加して頂きありがとうございまし ゆっくり楽しまれて下さい。
た。来年もよろしくお願い致します。 今年も子ども達の成長を保護者様と一緒に感じる
第3事業所 ことができ、職員一同感謝申し上げます。来年も引き

①今月の行事 12月14日 ペアトレ職員研修 続き子ども達に寄り添いながら丁寧な支援に努めて
12月25日 避難訓練（地震） ↗ 参ります。よいお年をお迎えください。

保護者向け講話に参加して、どうでしたか？
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